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Ⅰ 調査概要 
 

１ 調査⽬的 

この調査は、中学⽣及び⾼校⽣の本市の⾏政に対する評価や意向等を統計的に把握し、ま
ちづくりの指針となる総合計画の進⾏管理や市政運営の基礎資料とするため実施しました。 

 

２ 調査⽅法 

① 調査地域   渋川市内 

② 調査対象   市内の中学校に通う第 2 学年の⽣徒 

市内の⾼等学校に通う第 2 学年の⽣徒 

渋川特別⽀援学校⾼等部の⽣徒 

③ 調査⽅法   アンケート⽤紙による⾃記式アンケート 

④ 調査時期   平成 30（2018）年 5 ⽉ 22 ⽇〜6 ⽉ 12 ⽇ 

⑤ 配布回収⽅法 各学校において直接配布、直接回収 

 

３ 調査票の配布・回収状況 

① 配布数   1,458 通（中学校 644 通・⾼等学校 814 通） 

② 回収数   1,348 通（中学校 618 通・⾼等学校 730 通） 

③ 回収率   92.5％  （中学校 96.0％・⾼等学校 89.7％） 

 

４ グラフ中の表記 

① 各設問に対する回答者数を n で表記しています。 

② 数値は⼩数第 2 位を四捨五⼊しているため、合計が 100.0％にならない場合があります。 

③ 市の取組の満⾜度・重要度（問 1）の評価については、以下の算出⽅法で加重平均値を
求めて評価点としています。評価点は 2 点から−2 点の間に分布し、中間点の 0.0 点を
境として、2 点に近いほど評価が⾼く、−2 点に近いほど評価が低いことを⽰します。 

 
 満⾜度選択肢 重要度選択肢 加重値 

ア 満⾜ 重要 2 

イ どちらかと⾔えば満⾜ どちらかと⾔えば重要 1 

ウ どちらとも⾔えない どちらとも⾔えない 0 

エ どちらかと⾔えば不満 どちらかと⾔えば重要ではない −1 

オ 不満 重要ではない −2 

 

加重平均値＝ 
ア×2＋イ×1＋ウ×0＋エ×（−1）＋オ×（−2） 

無回答を除く回答者数 
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④ 本⽂中の「前回調査」「前々回調査」はそれぞれ以下を⽰し、グラフ中では「平成 29 年
度」「平成 28 年度」と⽰します。 

 

前回調査 中学⽣・⾼校⽣意識調査 

平成 29（2017）年 5〜6 ⽉実施 

配布 1,432 通・回収 1,386 通（回収率 96.8％） 

調査対象は本調査と同様（市内中学校・⾼等学校に通う第 2 学年の⽣徒） 

前々回調査 中学⽣・⾼校⽣意識調査 

平成 28（2016）年 6 ⽉実施 

配布 1,354 通・回収 1,304 通（回収率 96.3％） 

調査対象は本調査と同様（市内中学校・⾼等学校に通う第 2 学年の⽣徒） 
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Ⅱ 調査結果 
 

１ 回答者の属性について 

（１）性別 
男性（56.4％）が 5 割以上、⼥性（43.2％）が 4 割以上となっています。 

 
（２）中学⽣・⾼校⽣別 

中学⽣（45.8％）が 4 割以上、⾼校⽣（54.2％）が 5 割以上となっています。 

 
（３）居住地区 

渋川市内では、渋川地区（38.4％）が約 4 割で最も⾼く、次いでその他（市外）（33.5％）が
3 割以上、⼦持地区（9.3％）、⾚城地区（8.2％）、北橘地区（7.4％）がそれぞれ約 1 割となっ
ています。 

 
  

男性
56.4%

女性
43.2%

無回答
0.4%

（ｎ＝1348）

中学生
45.8%高校生

54.2%

無回答
0.0%

（ｎ＝1348）

38.4 

1.8 

1.0 

9.3 

8.2 

7.4 

33.5 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

渋川地区

伊香保地区

小野上地区

子持地区

赤城地区

北橘地区

その他（市外）

無回答
（ｎ＝1348）



4 
 

中学⽣は渋川地区（56.0％）が 5 割以上、⾼校⽣はその他（市外）（61.9％）が 6 割以上で
それぞれ最も⾼くなっています。 

⾼校⽣のみで⾒られるその他（市外）の内訳は、前橋市（37.8％）が 3 割以上で突出して⾼
く、次いで吉岡町（11.9％）、⾼崎市（11.7％）がそれぞれ 1 割以上となっています。 

 

 

 
（４）居住年数（市内在住者のみ） 

10 年以上（86.2％）が 8 割以上で最も⾼くなっています。 

 

56.0 

1.9 

1.3 

14.4 

13.4 

12.9 

0.0 

0.0 

23.4 

1.6 

0.8 

4.9 

3.8 

2.7 

61.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

渋川地区

伊香保地区

小野上地区

子持地区

赤城地区

北橘地区

その他（市外）

無回答

中学生（ｎ＝618）

高校生（ｎ＝730）

37.8 

11.9 

11.7 

7.3 

6.0 

5.8 

4.9 

3.5 

2.9 

2.4 

2.2 

1.3 

1.1 

0.2 

0.2 

0.7 

0% 20% 40%

前橋市

吉岡町

高崎市

榛東村

東吾妻町

中之条町

沼田市

みなかみ町

嬬恋村

草津町

長野原町

高山村

昭和村

伊勢崎市

片品村

無回答

（ｎ＝452）

1.6 

2.4 

9.7 

86.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上

無回答 （ｎ＝891）
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（５）将来の渋川市への居住意向 
「わからない」（42.1％）が 4 割以上で最も⾼くなっています。 

市内在住者と市外在住者を⾒ると、市内在住者は「わからない」（40.5％）が 4 割以上で最
も⾼くなっています。市外在住者は「渋川市内に移り住みたくない」（46.7％）が約 5 割で最
も⾼く、「わからない」（45.6％）も同程度に⾼くなっています。次いで、市内在住者は「渋川
市外に移りたい」（25.9％）が 2 割以上、「⼀度、渋川市外で暮らすかもしれないが、将来は戻
ってきたい」（19.3％）が約 2 割となっています。 

 

 

 
  

8.2 

13.0 

18.6 

0.8 

16.5 

42.1 

0.9 

0% 20% 40% 60%

渋川市内に住み続けたい

一度、渋川市外で暮らすかも

しれないが、将来は戻ってきたい

渋川市外に移りたい

渋川市内に移り住みたい

渋川市内に移り住みたくない

わからない

無回答 （ｎ＝1348）

12.2 

19.3 

25.9 

0.9 

1.1 

40.5 

0.0 

0.2 

0.7 

4.4 

0.7 

46.7 

45.6 

1.8 

0% 20% 40% 60%

渋川市内に住み続けたい

一度、渋川市外で暮らすかも

しれないが、将来は戻ってきたい

渋川市外に移りたい

渋川市内に移り住みたい

渋川市内に移り住みたくない

わからない

無回答
市内在住（ｎ＝891）

市外在住（ｎ＝452）
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市内在住者、市外在住者それぞれについて平成 29 年度と⽐較すると、市内在住者では⼤き
な変化は⾒られません。市外在住者でも⼤きな変化は⾒られませんが、「わからない」が低く
なる⼀⽅、「渋川市内に移り住みたくない」が⾼くなっています。 

 

 
  

12.2 

19.3 

25.9 

0.9 

1.1 

40.5 

0.0 

13.6

21.1

24.4

0.9

2.2

37.8

0.1

0% 20% 40% 60%

渋川市内に住み続けたい

一度、渋川市外で暮らすかもしれないが、

将来は戻ってきたい

渋川市外に移りたい

渋川市内に移り住みたい

渋川市内に移り住みたくない

わからない

無回答
平成30年度_市内在住（ｎ＝891）

平成29年度_市内在住（ｎ＝919）

0.2 

0.7 

4.4 

0.7 

46.7 

45.6 

1.8 

0

1.1

2.2

1.1

40.9

52.2

2.6

0% 20% 40% 60%

渋川市内に住み続けたい

一度、渋川市外で暮らすかもしれないが、

将来は戻ってきたい

渋川市外に移りたい

渋川市内に移り住みたい

渋川市内に移り住みたくない

わからない

無回答 平成30年度_市外在住（ｎ＝452）

平成29年度_市外在住（ｎ＝462）
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２ 市の現状の評価について 

問１ 市の取組の満⾜度・重要度 
あなたは、⾝近な⽣活環境について、どのように感じていますか。（各項⽬について、「満
⾜度」欄及び「重要度」欄の５段階評価の中から、１つずつ選択） 

 
（１）満⾜度 

「満⾜」と「どちらかと⾔えば満⾜」の合計値『満⾜』を⾒ると、「3 森林や河川などの⾃
然環境が豊かである」（75.8％）が 7 割以上で最も⾼くなっています。 

 

 
  

75.8 

63.2 

60.8 

60.1 

54.9 

53.7 

51.6 

47.7 

45.6 

43.8 

39.5 

38.5 

34.6 

33.6 

22.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3 森林や河川などの自然環境が豊かである

11 地域の祭など伝統文化が豊かである

10 学校の教育や施設が充実している

8 病院・診療所などの医療サービスが充実している

1 道路・歩道が整備され、安全に利用できる

7 身近な公園や広場が整備されている

4 市街地が整備され、快適に暮らせる

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの福祉サービス

が充実している

12 日々の買い物 が便利である

5 災害などに備える防災機能が整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が整備されている

14 地域のボランティア団体などが充実している

15 市からの情報が充実している

2 鉄道・バスなどの公共交通機関が充実している

13 観光地やレジャー施設が

充実している

合計値『満足』（「満足」+「どちらかと言えば満足」）（ｎ＝1348）
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19.7

13.4

42.7

17.0

14.8

11.6

21.8

26.7

17.4

24.0

31.5

18.4

8.2

12.5

12.2

35.2

20.2

33.2

34.6

29.0

27.9

31.9

33.4

30.3

36.8

31.7

27.2

14.8

26.0

22.4

25.1

26.3

18.9

34.6

47.0

45.0

30.1

32.6

45.5

24.1

29.0

29.7

32.8

49.6

50.3

13.5

23.4

3.3

9.2

6.2

11.5

9.9

5.0

4.2

9.3

4.9

15.3

25.4

8.2

9.7

5.9 

16.2 

1.5 

4.0 

2.4 

3.3 

5.6 

1.6 

1.8 

5.1 

2.2 

8.6 

18.3 

3.3 

5.1 

0.7 

0.6 

0.5 

0.7 

0.6 

0.8 

0.7 

0.7 

0.8 

0.7 

0.7 

0.8 

0.6 

0.4 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機能が

整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が

整備されている

7 身近な公園や広場が

整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの

福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設が

充実している

11 地域の祭など伝統文化が

豊かである

12 日々の買い物が

便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

全体（ｎ＝1348）

満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 不満 無回答
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【中学⽣・満⾜度】 
「満⾜」と「どちらかと⾔えば満⾜」を合わせた『満⾜』を⾒ると、全体傾向と同様に「3 

森林や河川などの⾃然環境が豊かである」（82.8％）が 8 割以上で最も⾼くなっています。 

 

 
  

26.1

18.9

54.0

23.9

19.7

15.7

26.1

37.4

24.9

31.7

45.6

24.1

10.4

17.8

19.4

36.4

26.2

28.8

38.3

34.0

32.2

30.9

33.8

37.9

33.0

30.7

28.6

17.5

32.4

28.6

22.3

25.7

11.3

25.1

34.3

36.4

23.5

20.4

29.4

18.9

16.3

23.3

30.3

36.9

38.2

11.5

18.4

3.4

8.9

8.1

11.3

12.3

6.0

5.3

9.7

4.5

13.6

22.0

9.2

9.1

3.6 

10.4 

2.1 

3.4 

3.6 

3.6 

6.8 

1.9 

1.8 

6.1 

2.1 

9.4 

19.4 

3.7 

4.7 

0.2 

0.3 

0.3 

0.3 

0.3 

0.8 

0.5 

0.5 

0.6 

0.5 

0.6 

1.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機能が

整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が

整備されている

7 身近な公園や広場が

整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの

福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設が

充実している

11 地域の祭など伝統文化が

豊かである

12 日々の買い物が

便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

中学生（ｎ＝618）

満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 不満 無回答
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【⾼校⽣・満⾜度】 
「満⾜」と「どちらかと⾔えば満⾜」を合わせた『満⾜』を⾒ると、全体傾向と同様に「3 

森林や河川などの⾃然環境が豊かである」（69.8％）が約 7 割で最も⾼くなっています。 

 

 
  

14.2

8.8

33.0

11.1

10.5

8.1

18.2

17.7

11.0

17.5

19.6

13.6

6.3

8.1

6.0

34.2

15.1

36.8

31.4

24.8

24.2

32.7

33.0

24.0

40.0

32.5

26.0

12.5

20.5

17.1

27.4

26.7

25.3

42.6

57.7

52.2

35.8

42.9

59.0

28.5

39.7

35.1

34.9

60.3

60.5

15.2

27.5

3.2

9.5

4.7

11.6

7.9

4.2

3.3

8.9

5.2

16.7

28.2

7.4

10.3

7.8 

21.1 

1.0 

4.5 

1.5 

3.0 

4.5 

1.2 

1.8 

4.2 

2.3 

7.9 

17.4 

3.0 

5.5 

1.1 

0.8 

0.7 

1.0 

0.8 

0.8 

0.8 

1.0 

1.0 

0.8 

0.7 

0.7 

0.7 

0.7 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機能が

整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が

整備されている

7 身近な公園や広場が

整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの

福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設が

充実している

11 地域の祭など伝統文化が

豊かである

12 日々の買い物が

便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

高校生（ｎ＝730）

満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 不満 無回答
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【加重平均値・満⾜度】 
加重平均値を⾒ると、全体・中学⽣・⾼校⽣のいずれもほとんどの項⽬がプラス値となっ

ており、その中で「3 森林や河川などの⾃然環境が豊かである」が最も⾼くなっています。 

⼀⽅、全体・中学⽣・⾼校⽣のいずれも「13 観光地やレジャー施設が充実している」が最
も低く、マイナス値となっています。また、全体・⾼校⽣は「2 鉄道・バスなどの公共交通
機関が充実している」（全体−0.09 ポイント、⾼校⽣−0.37 ポイント）もマイナス値となって
います。 

 

 
 
 

0.50 

-0.09 

1.13 

0.52 

0.48 

0.33 

0.55 

0.79 

0.58 

0.66 

0.86 

0.32 

-0.31 

0.36 

0.27 

0.70 

0.25 

1.30 

0.71 

0.58 

0.46 

0.57 

0.99 

0.79 

0.75 

1.14 

0.45 

-0.23 

0.51 

0.49 

0.32 

-0.37 

0.98 

0.35 

0.39 

0.23 

0.53 

0.62 

0.39 

0.58 

0.62 

0.21 

-0.38 

0.23 

0.08 

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機

能が整備されている

6 安心して暮らせる防犯体

制が整備されている

7 身近な公園や広場

が整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへ

の福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設

が充実している

11 地域の祭など伝統文

化が豊かである

12 日々の買い物

が便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

【満足度 加重平均値】

全体

中学生

高校生



12 
 

【加重平均値・全体・満⾜度の経年変化】 
全体について、前回調査（平成 29 年度）、前々回調査（平成 28 年度）との⽐較を加重平均

値で⾒ると、ほとんどの項⽬が前回までと同程度で推移しています。その中で、「1 道路・
歩道が整備され、安全に利⽤できる」は若⼲低くなる傾向がうかがえます。また、「13 観光
地やレジャー施設が充実している」は前回・前々回のいずれもマイナス値となっています。

「2 鉄道・バスなどの公共交通機関が充実している」は前回まではプラス値となっていまし
たが、今回はマイナス値となっています。 

 

 
 
  

0.50 

-0.09 

1.13 

0.52 

0.48 

0.33 

0.55 

0.79 

0.58 

0.66 

0.86 

0.32 

-0.31 

0.36 

0.27 

0.59 

0.07 

1.11 

0.64 

0.52 

0.47 

0.60 

0.82 

0.63 

0.64 

0.88 

0.33 

-0.13 

0.38 

0.36 

0.64 

0.07 

1.07 

0.60 

0.48 

0.41 

0.59 

0.77 

0.54 

0.69 

0.90 

0.26 

-0.24 

0.32 

0.12 

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機能が

整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が

整備されている

7 身近な公園や広場が

整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの

福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設が

充実している

11 地域の祭など伝統文化が

豊かである

12 日々の買い物が

便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

【満足度 加重平均値】

平成30年度

平成29年度

平成28年度
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（２）重要度 
「重要」と「どちらかと⾔えば重要」の合計値『重要』を⾒ると、「1 道路・歩道が整備さ

れ、安全に利⽤できる」（86.6％）が 8 割以上で最も⾼く、次いで⾼い「2 鉄道・バスなどの
公共交通機関が充実している」「10 学校の教育や施設が充実している」「8 病院・診療所な
どの医療サービスが充実している」「5 災害などに備える防災機能が整備されている」「6 安
⼼して暮らせる防犯体制が整備されている」の 5 項⽬も 8 割以上となっています。 

 

 
  

86.6 

83.2 

82.3 

80.9 

80.6 

80.3 

77.2 

76.8 

72.8 

69.5 

67.4 

66.8 

62.4 

61.8 

57.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 道路・歩道が整備され、安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通機関が充実している

10 学校の教育や施設が充実している

8 病院・診療所などの医療サービスが充実している

5 災害などに備える防災機能が整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が整備されている

12 日々の買い物 が便利である

4 市街地が整備され、快適に暮らせる

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの福祉サービス

が充実している

3 森林や河川などの自然環境が豊かである

13 観光地やレジャー施設が充実している

11 地域の祭など伝統文化が豊かである

15 市からの情報が充実している

7 身近な公園や広場が整備されている

14 地域のボランティア団体などが充実している

合計値『重要』（「重要」+「どちらかと言えば重要」）（ｎ＝1348）



14 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

52.6

54.4

35.2

41.8

58.9

54.5

28.2

56.5

44.1

52.7

35.5

47.3

32.7

25.1

32.6

34.0

28.8

34.3

35.0

21.7

25.8

33.6

24.4

28.7

29.7

31.3

29.9

34.7

32.0

29.7

8.9

12.0

20.3

18.3

15.8

15.1

28.0

14.6

21.9

13.2

24.6

17.1

24.0

36.0

31.3

0.9 

1.4 

4.5 

1.3 

0.5 

0.9 

5.5 

0.9 

1.1 

1.2 

3.6 

1.9 

4.0 

3.1 

2.4 

0.7 

1.0 

3.3 

0.8 

0.4 

0.6 

1.9 

1.0 

1.2 

0.6 

2.3 

1.1 

1.9 

1.4 

1.4 

3.0 

2.4 

2.4 

2.7 

2.6 

3.1 

2.7 

2.6 

3.0 

2.7 

2.7 

2.7 

2.7 

2.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機能が

整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が

整備されている

7 身近な公園や広場が

整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの

福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設が

充実している

11 地域の祭など伝統文化が

豊かである

12 日々の買い物が

便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

全体（ｎ＝1348）

重要 どちらかと言えば重要 どちらとも言えない

どちらかと言えば重要でない 重要でない 無回答
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【中学⽣・重要度】 
「重要」と「どちらかと⾔えば重要」を合わせた『重要』を⾒ると、全体傾向と同様に「1 

道路・歩道が整備され、安全に利⽤できる」（88.5％）が最も⾼く、「10 学校の教育や施設が
充実している」（88.0％）、「5 災害などに備える防災機能が整備されている」（87.7％）、「8 病
院・診療所などの医療サービスが充実している」（86.7％）、「6 安⼼して暮らせる防犯体制が
整備されている」（84.1％）、「2 鉄道・バスなどの公共交通機関が充実している」（82.8％）「4 
市街地が整備され、快適に暮らせる」（82.7％）、「9 ⼦育て世帯・障害者・⾼齢者などへの福
祉サービスが充実している」（82.0％）、「12 ⽇々の買い物が便利である」（81.7％）の 9 項⽬
がいずれも 8 割以上となっています。 

 

 
  

51.3

47.1

47.4

47.1

67.6

59.9

34.0

65.7

52.1

59.2

44.2

53.2

37.1

33.2

41.4

37.2

35.8

31.6

35.6

20.1

24.3

35.8

21.0

29.9

28.8

32.4

28.5

37.4

34.3

31.2

7.3

12.0

14.1

13.1

9.1

11.7

22.2

9.5

12.9

7.9

16.7

12.9

18.9

27.2

22.8

0.6 

1.6 

2.8 

1.1 

0.3 

0.3 

4.4 

0.5 

0.8 

0.6 

2.6 

2.3 

2.9 

2.3 

1.5 

0.6 

1.1 

1.6 

0.5 

0.3 

0.6 

1.0 

0.6 

0.8 

0.6 

1.5 

0.3 

1.1 

0.8 

0.6 

2.9 

2.4 

2.6 

2.6 

2.6 

3.2 

2.8 

2.6 

3.4 

2.8 

2.8 

2.8 

2.6 

2.3 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機能が

整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が

整備されている

7 身近な公園や広場が

整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの

福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設が

充実している

11 地域の祭など伝統文化が

豊かである

12 日々の買い物が

便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

中学生（ｎ＝618）

重要 どちらかと言えば重要 どちらとも言えない

どちらかと言えば重要でない 重要でない 無回答
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【⾼校⽣・重要度】 
「重要」と「どちらかと⾔えば重要」を合わせた『重要』を⾒ると、「1 道路・歩道が整備

され、安全に利⽤できる」（84.9％）、「2 鉄道・バスなどの公共交通機関が充実している」
（83.4％）の 2 項⽬が 8 割以上で同程度に⾼くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

53.7

60.5

24.9

37.3

51.5

49.9

23.3

48.6

37.4

47.1

28.2

42.3

29.0

18.4

25.2

31.2

22.9

36.6

34.5

23.2

27.1

31.8

27.3

27.7

30.4

30.4

31.1

32.5

30.0

28.5

10.3

12.1

25.5

22.7

21.5

18.1

33.0

18.9

29.5

17.7

31.4

20.5

28.2

43.4

38.5

1.1 

1.2 

6.0 

1.5 

0.7 

1.4 

6.4 

1.2 

1.4 

1.6 

4.4 

1.5 

4.9 

3.8 

3.3 

0.7 

0.8 

4.7 

1.1 

0.5 

0.5 

2.7 

1.4 

1.5 

0.5 

3.0 

1.8 

2.5 

1.9 

2.1 

3.0 

2.5 

2.3 

2.9 

2.6 

3.0 

2.7 

2.6 

2.6 

2.6 

2.6 

2.7 

2.9 

2.5 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機能が

整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が

整備されている

7 身近な公園や広場が

整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの

福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設が

充実している

11 地域の祭など伝統文化が

豊かである

12 日々の買い物が

便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

高校生（ｎ＝730）

重要 どちらかと言えば重要 どちらとも言えない

どちらかと言えば重要でない 重要でない 無回答
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【加重平均値・重要度】 
加重平均値を⾒ると、全体・中学⽣・⾼校⽣のいずれもすべての項⽬がプラス値となって

おり、その中で全体・中学⽣は「5 災害などに備える防災機能が整備されている」（全体 1.42

ポイント、中学⽣ 1.58 ポイント）、⾼校⽣は「2 鉄道・バスなどの公共交通機関が充実して
いる」（1.45 ポイント）がそれぞれ最も⾼くなっています。 

 

 
 

1.41 

1.38 

0.96 

1.19 

1.42 

1.37 

0.83 

1.38 

1.17 

1.36 

0.97 

1.24 

0.95 

0.78 

0.92 

1.42 

1.29 

1.24 

1.31 

1.58 

1.47 

1.00 

1.55 

1.36 

1.49 

1.18 

1.36 

1.09 

0.99 

1.14 

1.40 

1.45 

0.73 

1.08 

1.28 

1.28 

0.68 

1.24 

1.01 

1.25 

0.78 

1.14 

0.83 

0.61 

0.73 

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機能が

整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が

整備されている

7 身近な公園や広場が

整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの

福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設が

充実している

11 地域の祭など伝統文化が

豊かである

12 日々の買い物が

便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

【重要度 加重平均値】

全体

中学生

高校生
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【加重平均値・全体・重要度の経年変化】 
全体について、前回調査（平成 29 年度）、前々回調査（平成 28 年度）との⽐較を加重平均

値で⾒ると、ほとんどの項⽬が前回までと同程度で推移しています。その中で、「3 森林や
河川などの⾃然環境が豊かである」「9 ⼦育て世帯・障害者・⾼齢者などへの福祉サービス
が充実している」は若⼲低くなる傾向がうかがえます。 

 

 

1.41 

1.38 

0.96 

1.19 

1.42 

1.37 

0.83 

1.38 

1.17 

1.36 

0.97 

1.24 

0.95 

0.78 

0.92 

1.37 

1.36 

1.03 

1.19 

1.39 

1.35 

0.84 

1.38 

1.20 

1.34 

0.98 

1.25 

0.88 

0.72 

0.87 

1.48 

1.42 

1.06 

1.23 

1.52 

1.46 

0.82 

1.50 

1.33 

1.39 

1.03 

1.30 

0.92 

0.77 

0.85 

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0

1 道路・歩道が整備され、

安全に利用できる

2 鉄道・バスなどの公共交通

機関が充実している

3 森林や河川などの自然

環境が豊かである

4 市街地が整備され、

快適に暮らせる

5 災害などに備える防災機能が

整備されている

6 安心して暮らせる防犯体制が

整備されている

7 身近な公園や広場が

整備されている

8 病院・診療所などの医療

サービスが充実している

9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの

福祉サービスが充実している

10 学校の教育や施設が

充実している

11 地域の祭など伝統文化が

豊かである

12 日々の買い物が

便利である

13 観光地やレジャー施設が

充実している

14 地域のボランティア団体

などが充実している

15 市からの情報が

充実している

【重要度 加重平均値】

平成30年度

平成29年度

平成28年度
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（３）１５項⽬の満⾜度と重要度の関係・経年変化 
15 項⽬それぞれの満⾜度と重要度の加重平均値をマトリックスグラフに⽰し、満⾜度及び

重要度の全項⽬平均値を基準として、相対的な位置について 4 つの象限で⾒てみると、おお
むね以下に分類できます。 

 

Ａブロック 重点的な対応・早期の⾒直しが求められている項⽬ 
満⾜度が低い⼀⽅、重要度が⾼く、施策の緊急性が⾼いと考えられる分野です。低い満⾜

度の要因の分析とそれに基づく施策の早急な⾒直しが求められています。 

 

Ｂブロック 状況に応じた対応・⻑期の⾒直しが求められている項⽬ 
重要度・満⾜度ともに低く、市⺠に施策の必要性や具体的な⽅向性があまり認識されてい

ないと考えられる分野です。施策の必要性と市としての⽅向性、位置づけについて、市⺠へ
の説明や情報提供に努めることが必要と考えられます。 

 

Ｃブロック 安定的な維持・拡充が求められている項⽬ 
満⾜度・重要度ともに⾼く、施策の⽅向性と成果が市⺠の需要と合致していると考えられ

る分野です。現状の安定的な維持とともに、さらに⾼いレベルでの拡充が求められています。 

 

Ｄブロック 現状維持が求められている項⽬ 
満⾜度が⾼い⼀⽅、重要度が低く、施策の成果が浸透してきており、現状の⽔準の維持が

求められていると考えられる分野です。⼀⽅、新たな視点での施策推進や拡充を進める必要
がある場合には、その必要性が認識されにくい分野であると考えられ、その必要性の周知や、
認識の共有を図ることが必要と考えられます。 
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1 道路・歩道が整備され、安全に利用できる 9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの福祉サービスが充実している 

2 鉄道・バスなどの公共交通機関が充実している 10 学校の教育や施設が充実している 

3 森林や河川などの自然環境が豊かである 11 地域の祭など伝統文化が豊かである 

4 市街地が整備され、快適に暮らせる 12 日々の買い物が便利である 

5 災害などに備える防災機能が整備されている 13 観光地やレジャー施設が充実している 

6 安心して暮らせる防犯体制が整備されている 14 地域のボランティア団体などが充実している 

7 身近な公園や広場が整備されている 15 市からの情報が充実している 

8 病院・診療所などの医療サービスが充実している  
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D ブロック B ブロック 
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３ ⽇頃の運動やスポーツについて 

問２ 運動・スポーツの頻度 
あなたが、この 1 年間に運動やスポーツをした⽇にちは、およそ何⽇ですか。（１つ選択） 

 

全体では「週に 5 ⽇以上（年 251 ⽇以上）」（53.6％）が 5 割以上で最も⾼くなっています。 

中学⽣・⾼校⽣別に⾒ると、いずれも「週に 5 ⽇以上（年 251 ⽇以上）」（中学⽣ 71.5％、
⾼校⽣ 38.4％）が最も⾼く、中学⽣が⾼校⽣を 33.1 ポイント上回っています。 

男⼥別に⾒ると、いずれも「週に 5 ⽇以上（年 251 ⽇以上）」（男性 60.5％、⼥性 44.9％）
が最も⾼く、男性が⼥性を 15.6 ポイント上回っています。 

 

 

53.6 

16.4 

13.4 

4.5 

2.6 

0.3 

1.0 

7.1 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に5日以上（年251日以上）

週に3日以上（年151～250日）

週に2日以上（年101～150日）

週に1日以上（年51～100日）

月に1～3日（年12～50日）

3ヶ月に1～2日（年4～11日）

年に1～3日

わからない

無回答
全体（ｎ＝1348）

71.5 

14.6 

4.0 

3.6 

1.3 

0.2 

0.5 

4.2 

0.2 

38.4 

17.9 

21.2 

5.3 

3.7 

0.4 

1.4 

9.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に5日以上（年251日以上）

週に3日以上（年151～250日）

週に2日以上（年101～150日）

週に1日以上（年51～100日）

月に1～3日（年12～50日）

3ヶ月に1～2日（年4～11日）

年に1～3日

わからない

無回答

中学生（ｎ＝618）

高校生（ｎ＝730）

60.5 

14.9 

8.8 

5.0 

1.8 

0.1 

1.2 

6.4 

1.2 

44.9 

18.4 

19.4 

3.9 

3.6 

0.5 

0.7 

7.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に5日以上（年251日以上）

週に3日以上（年151～250日）

週に2日以上（年101～150日）

週に1日以上（年51～100日）

月に1～3日（年12～50日）

3ヶ月に1～2日（年4～11日）

年に1～3日

わからない

無回答

男性（ｎ＝760）

女性（ｎ＝583）
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４ 市政について 

問３ 住みやすいまちづくりのために⼒を⼊れたいこと 
あなたが渋川市の市⻑になったとしたら、市⺠が住みやすいまちをつくるために、どの
ようなことに⼒を⼊れたいですか。（⾃由記⼊） 

 

1,077 ⼈から意⾒をいただきました。これを現在の総合計画の 6 分野別に読み分けました。
なお、複数の分野にまたがる内容についてはそれぞれの分野に整理、集計し、意⾒数は全 1,309

件となりました。 

各分野に関する主な意⾒を以下に⽰します。なお、原則として原⽂のままとしています。 

 
分野 意⾒数（件） 

1 安全・安⼼、暮らし分野 232 

2 健康、福祉、スポーツ分野 92 

3 産業分野 290 

4 都市基盤、⾃然環境分野 433 

5 教育、⽂化分野 111 

6 ⾃治、協働、⾏財政分野 96 

7 その他 55 

合計 1,309 

 
 

【１ 安全・安⼼、暮らし分野】 
・災害などに備えた防災機能を増やす。 

・防災アラームを、遠くにいても聞こえるくらい⼤きくする。 

・渋川市に暮らしている⼈達が、渋川市に暮らせてよかったと思ってもらえるように、防犯の
強化や整備をきちんとしたい。 

・犯罪や防犯についての半年に 1 回の講習会。 

・防犯、不審者対策。 

・安全に登校できるように、帰宅時間にも交通指導員のような⼈を置きたい。街灯を増やす。 

・カーブミラーを適切な位置・⾓度にする。 

・道路や歩道がガタガタしていて歩きにくい所が多くあるので直したい。あいさつをしても返
してくれない⼈がたくさんいて嫌なので、あいさつができるような環境をつくりたい。 
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【２ 健康、福祉、スポーツ分野】 
・福祉を充実させる。渋川市に住み続けたいと思える市を⽬指す。 

・福祉施設のイベントをもっと有名にし、市内の福祉への関⼼を⾼めたい。 

・⼦育てがしやすいサービスを提供したい。例えば、共働きをしている親のために保育園や幼
稚園の延⻑。 

・給⾷費を無料にしなくてもいいから、⼦ども達にもっとおいしい、もっと量の多いご飯を⾷
べさせたい（保育所など）。 

・平和で安全でご⽼⼈や障害者にやさしい場所にしたい。 

・障害者、⾼齢者、⼩さい⼦どもにやさしいまちづくりをする。 

・公園、体育館などの運動施設の充実。 

・公園など、体を動かせる場所を⾝近につくることに⼒を⼊れたい。 

 

【３ 産業分野】 
・もっと商店街を活性化させて、若者向けのお店などもつくって活気を出す。 

・⼤きなショッピングモールをつくって、⼈がたくさん来るようにする。 

・観光地や⽂化を盛り上げて活気のあるまちにすること。観光地だけでなく⼦どもが楽しめる
場所をつくったりする。でも⾃然を破壊せず、⽂化もそのまま残してまちを盛り上げる。 

・渋川の伝統のお祭りなどをもっと市内のたくさんの⼈や市外、県外の⼈にも知ってもらい、
渋川をもっとアピールする。 

・渋川市に住んでいる⼈達が、元気で笑顔があふれるように、みんなで楽しめる祭りなどをた
くさん⾏いたいと思う。 

・働いてる⼈がストレスなく快適に仕事に取り組めるようにする。例えば残業を減らす、職場
にアンケートをとるなど。 

・うまく仕事に就けない⼈達を農業などの仕事に就かせる（⼈材の不活⽤を避ける）。 

 

【４ 都市基盤、⾃然環境分野】 
・まず道路を整備して、歩⾏者が歩きやすいようにして、ベンチを多数置きたいです。⽼⼈が

歩いていて疲れた時に休めるように。 

・道路をきれいにつくり直し、歩道を広げます。 

・交通の便を良くするために、必要な時に必要なだけ電⾞の本数を増やす。 

・電⾞の本数を増やす。部活などで 1 本乗り過ごすと⼤変。 

・バスの本数を増やす。せめて 1 時間に 1 本もないということをなくす。 

・地区ごとに公園をつくる。 

・もっと緑や地球温暖化防⽌の取組。 

・ゴミ拾い活動をし、市をきれいにする。 
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【５ 教育、⽂化分野】 
・学⽣のための勉強場所をもっとつくる。 

・学校にエアコンを取り付け、快適に勉強できるようにする。 

・⾼校をつくりたい。渋川市にある⾼校が少ないと感じるから 。 

・海外派遣等を取り⼊れて、国際的なことにも⽬を向けてみたいと思います。 

・⾮⾏防⽌。 

・不登校だったり、現在社会⼈ではあるが、満⾜に義務教育を受けていない⼈達に教育を教え
る場をつくる。 

・伝統⽂化をもっと広げていきたい。 

 

【６ ⾃治、協働、⾏財政分野】 
・地域同⼠や中学・⾼校同⼠の交流を図る。地域全体での問題意識、交流を持つことで、⽇々

が楽しく新鮮になる。⾼校の倍率も上がるかも。 

・地域のボランティアを増やす。 

・市⺠の意⾒をもっと取り⼊れられる仕組みをつくり、そこから出た不満やダメなところを直
していく。 

・公共施設に意⾒が出せる箱を設置し、市⺠がさらに市の政治に関われるようにしたい。 

・⽼若男⼥が全員住みやすいように、サービスの充実化を徹底する。 

・「市では〇〇などに⼒を⼊れています」など市⺠に公開する（会議内容、計画等）。 

・税⾦の無駄遣いは絶対にしない。 

・お⾦の使いどころを考え、施設や市街地、交通機関を充実させたい。 

・とりあえず借⾦をなくす。それが市⺠の安⼼にもつながると思います。 

 

【７ その他】 
・どの年代の⼈も快適に楽しく暮らせるように年齢層に合わせた場所をつくる。 

・⼈⼝増加。 

・何をしてもこれ以上住みやすくはならないので、現状維持しかない。 

・今のままでよい。 

・ありのままでいいです。 
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資料 

中学⽣・⾼校⽣別満⾜度・重要度（加重平均値） 
 

  
 
 

中学生 満足度平均値 0.63 重要度平均値 1.30 

 
1 道路・歩道が整備され、安全に利用できる 9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの福祉サービスが充実している 

2 鉄道・バスなどの公共交通機関が充実している 10 学校の教育や施設が充実している 

3 森林や河川などの自然環境が豊かである 11 地域の祭など伝統文化が豊かである 

4 市街地が整備され、快適に暮らせる 12 日々の買い物が便利である 

5 災害などに備える防災機能が整備されている 13 観光地やレジャー施設が充実している 

6 安心して暮らせる防犯体制が整備されている 14 地域のボランティア団体などが充実している 

7 身近な公園や広場が整備されている 15 市からの情報が充実している 

8 病院・診療所などの医療サービスが充実している  
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高校生 満足度平均値 0.32 重要度平均値 1.03 

 

1 道路・歩道が整備され、安全に利用できる 9 子育て世帯・障害者・高齢者などへの福祉サービスが充実している 

2 鉄道・バスなどの公共交通機関が充実している 10 学校の教育や施設が充実している 

3 森林や河川などの自然環境が豊かである 11 地域の祭など伝統文化が豊かである 

4 市街地が整備され、快適に暮らせる 12 日々の買い物が便利である 

5 災害などに備える防災機能が整備されている 13 観光地やレジャー施設が充実している 

6 安心して暮らせる防犯体制が整備されている 14 地域のボランティア団体などが充実している 

7 身近な公園や広場が整備されている 15 市からの情報が充実している 

8 病院・診療所などの医療サービスが充実している  
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